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話題の本棚

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
た
る
所
以

　

私
た
ち
は
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
」
と
密
接
に
つ
な
が
っ
た
現
在
を

生
き
て
い
る
。
そ
の
も
っ
と
も
顕
著
な
例
は
、
何
と
言
っ
て
も
「
バ
ー
チ
ャ

ル
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
」
の
出
現
だ
ろ
う
。
彼
／
彼
女
ら
は
実
在
し
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
に
よ
っ
て
あ
る
種
の
ス
タ
ー
と
み
な
さ
れ
、
時
に
そ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
世
界
中
の
人
々
か
ら
熱
い
視
線
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
。

　

本
書
の
著
者
ジ
ャ
ン
＝
マ
リ
ー
・
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
も
、
そ
ん
な
現
在
の
世
界

を
予
見
し
て
い
た
。
ま
だ
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
か
け
ら
も
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
す
ら
十
分
に
普
及
し
て
い
な
い
、
今
か
ら
二
〇
年
前
の
話
で
あ
る
。「
バ

ー
チ
ャ
ル
」
な
世
界
と
現
実
世
界
と
の
間
の
深
い
つ
な
が
り
は
、
や
が
て
「
バ

ー
チ
ャ
ル
」
に
よ
る
現
実
の
支
配
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
よ
う
な
世
界
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
不
安
に
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
論
じ

ら
れ
て
き
た
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
に
関
わ
る
問
題
が
潜
ん
で
い
る
、
と
彼
は
言

う
。
本
書
で
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
「
ミ
メ
ー
シ
ス
」
に
ま
つ
わ
る
議
論
か
ら
、
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
創
作
論
、
そ
し
て
現
代
の
「
ご
っ
こ
遊
び
」
理
論
に
至
る
ま

で
数
多
く
の
議
論
を
引
き
合
い
に
、
人
間
の
文
化
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を

担
う
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
の
本
質
を
掘
り
下
げ
て
い
く
。

　

本
書
に
お
け
る
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
実
に
多
岐
に
渡

る
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
評
者
の
関
心
に
引
き
つ
け
て
一
つ
だ
け
紹
介
し
て
お

き
た
い
。
そ
れ
は
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
指
示
」
に
ま
つ
わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
二
〇
世
紀
に
は
、
い
わ
ゆ
る
分
析
哲
学
の
分
野
を
中
心
に
「
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
」
の
意
味
論
的
な
定
義
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
私
た
ち
は
言
語
を
用
い
た

記
述
に
よ
っ
て
、
現
実
世
界
の
中
の
様
々
な
出
来
事
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
文
学
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
私
た
ち
は
言
語
に

よ
る
記
述
に
よ
っ
て
、
様
々
な
虚
構
的
な
出
来
事
を
記
述
す
る
の
だ
が
、
こ
の

と
き
、
私
た
ち
は
現
実
世
界
の
あ
り
様
を
指
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
は
ベ
ー
カ
ー
街
に
住
ん
で
い
る
」
と
記
述

す
る
と
き
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
現
実
の
あ
り
様
を
指
示
す
る
の
で
も
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
示
さ
れ
た
対
象
の
欠
如
に
、「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」

的
言
明
の
特
徴
づ
け
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的

言
表
は
、
意
味
は
も
つ
が
指
示
対
象
は
も
た
な
い
―
―
言
わ
ず
と
知
れ
た
フ
レ

ー
ゲ
流
の
定
式
化
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
定
式
化
を
め
ぐ
る
議
論
は
や
が
て
、

可
能
世
界
意
味
論
な
ど
を
含
む
三
つ
の
方
向
に
進
展
し
て
い
っ
た
、
と
シ
ェ
フ

ェ
ー
ル
は
言
う
。
フ
レ
ー
ゲ
以
降
の
議
論
に
、
ラ
ッ
セ
ル
の
「
記
述
理
論
」
が

参
照
さ
れ
な
い
の
は
、「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
指
示
」
問
題
を
論
じ
る
も
の
と
し

て
や
や
異
色
だ
が
、「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
を
め
ぐ
る
意
味
論
の
展
開
に
つ
い
て
、

本
書
は
実
に
ス
マ
ー
ト
な
ま
と
め
が
な
さ
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
話
題
は
、
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
に
よ
る
議
論
の

ほ
ん
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
本
書
で
は
こ
の
他
に
も
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
を
め

ぐ
る
美
学
的
問
題
や
、
演
劇
や
映
画
と
い
っ
た
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
装
置
」
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
な
ど
が
言
及
さ
れ
る
。「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
た
る

所
以
は
一
体
何
な
の
か
―
―
こ
の
問
題
の
奥
深
さ
を
、
読
者
は
身
を
も
っ
て
実

感
す
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。�

（�

八
雲 

）

な
ぜ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
？

ご
っ
こ
遊
び
か
ら 

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ま
で

ジ
ャ
ン
＝
マ
リ
ー
・
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
著

久
保
昭
博
訳　
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
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合評『なぜフィクションか？』

「
こ
の
作
品
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、実
在
の
人
物
等
と
は
無
関
係
で
す
」

　

タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
導
入
と
し
よ
う
。
あ
る
学
者
が
自
身
の
論
文
の
中
で

論
拠
と
し
て
紹
介
・
論
文
引
用
し
た
神
学
者
、
そ
の
存
在
が
当
の
学
者
の
全
面

的
な
捏
造
だ
っ
た
と
い
う
事
件
が
先
日
起
こ
っ
た
。
い
わ
ば
、
そ
の
神
学
者
は

学
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

な
ぜ
こ
の
話
題
を
取
り
上
げ
る
の
か
。
実
は
本
書
の
中
に
類
似
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
マ
ー
と
い
う
作
家
が
音
楽
家
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
伝
記
を
書
い
た
。
続
け
て
彼
は
『
マ
ー
ボ
ッ
ト
。
あ
る
伝
記
』
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
伝
記
本
を
出
版
す
る
。
主
人
公
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
ー
ボ
ッ
ト
卿
と
は

一
九
世
紀
初
頭
の
評
論
家
で
、
ゲ
ー
テ
や
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
ド
ラ
ク
ロ

ワ
な
ど
広
範
な
分
野
の
著
名
人
と
交
際
す
る
多
才
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
、
そ
の
本
は
当
時
の
悲
劇
的
人
物
の
新
発
見
だ
と
評
判
に
な
っ
た
。
さ
て
、

後
に
作
家
自
身
の
口
か
ら
こ
の
マ
ー
ボ
ッ
ト
卿
な
る
人
物
は
全
く
の
架
空
人
物
、

つ
ま
り
こ
の
伝
記
本
は
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
伝
記
本
は
伝
記
、
マ
ー
ボ
ッ
ト
卿
の
伝
記
本
は
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
。
な
ぜ
両
者
と
も
伝
記
と
し
て
一
般
に
受
容
さ
れ
た
の
か
。
作
家
は
偽
の
伝

記
を
書
い
た
と
い
う
批
判
に
対
し
、
根
拠
と
し
た
資
料
に
は
偽
の
出
典
を
手
が

か
り
と
し
て
示
し
て
お
り
、
調
べ
れ
ば
虚
偽
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
作
品
や
人

物
自
体
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
反
論
す
る
。

　

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
研
究
に
お
け
る
問
題
提
起
は
主
に
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
要
因
を
識
別
す
る
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
観

点
か
ら
成
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
ル
は
「
統
辞
論
的
で
あ
ろ
う

が
意
味
論
的
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
テ
ク
ス
ト
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
と
識
別

す
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
る
テ
ク
ス
ト
上
の
特
性
は
存
在
し
な
い
」
と
語
る
。

つ
ま
り
、
テ
ク
ス
ト
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ど
う
か
は
テ
ク
ス
ト
だ
け
で

は
判
断
出
来
ず
、
作
者
も
し
く
は
語
り
手
に
よ
る
断
り
書
き
や
意
図
の
表
明
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
識
別
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ケ
ー
テ
・

ハ
ン
ブ
ル
ガ
ー
は
『
文
学
の
論
理
』
に
お
い
て
、
テ
ク
ス
ト
に
内
在
す
る
文
体

的
指
標
に
よ
っ
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
は
識
別
可
能
だ
と
い
う
主
張
を

展
開
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
主
張
が
見
落
と
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は

『
マ
ー
ボ
ッ
ト
。
…
…
』
の
部
分
で
言
及
し
た
受
容
の
側
面
で
あ
る
。

　

著
者
に
先
駆
け
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
受
容
に
つ
い
て
「
ご
っ
こ
遊
び
」
理
論

を
唱
え
た
の
が
ケ
ン
ダ
ル
・
ウ
ォ
ル
ト
ン
で
あ
る
。
彼
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

唱
え
た
「
ミ
メ
ー
シ
ス
＝
再
現
行
為
」
を
「
ご
っ
こ
遊
び
」
と
し
て
解
釈
し
、

作
品
世
界
へ
の
心
的
没
入
の
有
り
様
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。
著
者
シ
ェ
フ
ェ
ー

ル
は
そ
れ
を
人
間
の
認
識
能
力
の
発
達
の
側
面
へ
と
適
用
し
、
人
は
「
ご
っ
こ

遊
び
」
を
通
じ
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
創
造
し
、
か
つ
受
容
す
る
能
力
を
磨
く
の

だ
と
い
う
画
期
的
な
主
張
を
展
開
す
る
。
こ
う
し
て
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は
作

品
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
作
り
手
・
受
け
手
が
共
有
し
た
上

で
見
せ
か
け
を
楽
し
む
働
き
、「
共
有
さ
れ
た
遊
戯
的
偽
装
」
と
い
う
定
義
が

与
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
サ
ー
ル
の
論
理
を
受
け
継
い
だ
も
の
だ
が
、
シ
ェ
フ
ェ

ー
ル
は
こ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
き
た
様
々
な
観
点
を
ま
と
め
、
か
つ

作
品
の
受
け
手
の
心
的
姿
勢
と
い
う
新
た
な
視
点
を
加
え
た
。
著
者
に
よ
る
と
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
読
者
が
没
入
出
来
な
い
『
マ
ー
ボ
ッ
ト
。
…
…
』
は
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
に
な
り
損
ね
た
物
語
作
品
だ
と
い
う
の
だ
。

　

か
つ
て
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は
何
か
』
を
書
評
し
た
者
と
し

て
、
そ
こ
で
言
及
し
た
書
物
が
邦
訳
さ
れ
、
そ
れ
を
書
評
出
来
る
と
い
う
の
は

懐
か
し
く
ま
た
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
三
五
二
頁　

税
込
五
四
〇
〇
円　

1
月
刊
）
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　本書が出版されたのは
1953 年。もはや古典と呼
ぶべき作品かもしれないが、
それでも未来を舞台に人類
の行く末を問うた本書の魅
力はいまなお色褪せない。
　米ソが宇宙開発にしのぎ
を削っていたある日、突然世界中の大都市の
上空に宇宙船団が現れた。上

オーバーロード

帝――けっし
て姿を現さない船の主を、人類はそう呼んだ。
彼らは圧倒的な科学技術でもって人類から抵
抗の意志を奪い、核兵器放棄や差別撤廃を推
し進めた。かくして、オーバーロードによる
五〇年の統治によって、世界に平和が訪れた。
戦争、犯罪、貧困、疾病……これらは過去の
ものとなった。ユートピアの到来。それでも、
地球に干渉する目的の見えないオーバーロー
ド、そして目的の見えない自分自身の生に思
いを巡らせたとき、いまだこう疑念を抱く者
もいる――「われわれはこの先どこへ行くの
だろうか？」。圧倒的な力を前に、まだ冒険
心や創造力を失っていないわずかな人間が抵
抗を企てる。
　オーバーロードの支配に反抗するジャンは、
彼らの宇宙船に乗って母星に行こうと一計を
案じる。「しかし、ときどきぼくは思うのだ、
ぼくらにも独立独歩でやってゆくチャンスが
あってもよかったのではないか、と」。だが
密航に成功して帰還したジャンは、変わり果
てた地球の姿を目の当たりにする「最後の人
間」となっていた……。
　オーバーロードに比して、人類はどうしよ
うもなく卑小だ。しかし評者は、地球滅亡の
様子を記録した「最後の人間」が頭から離れ
ない。「われわれはどこに行くのか？」、最後
の瞬間までこの探求心に憑かれた人間を、愛
さずにはいられないのである。� （�ミセ ）
� （390 頁　税込 907 円）

幼年期の終り
アーサー・C・クラーク著

福島正実訳　ハヤカワ文庫SF

　

未
だ
来
た
ら
ぬ
も
の
、
で
「
未
来
」。
明
る
く
開
け
る
未
来
も
あ
る
。
現
在
に

不
満
を
も
つ
人
び
と
が
理
想
を
未
来
に
描
き
、
き
っ
と
そ
れ
が
や
っ
て
来
る
と

待
ち
望
ん
だ
。
一
方
で
、
現
在
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
よ
う
な
、
重
苦
し
く
の
し
か

か
る
未
来
も
あ
る
。
未
だ
手
に
入
ら
な
い
も
の
を
、
人
は
あ
れ
こ
れ
想
像
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
今
の
世
界
に
耳
を
澄
ま
し
て
、
ど
ん
な
未
来
を
描
こ
う
か
。

�

（�

ミ
セ 

）

未 

来

特集
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　「言いたいことも言えない
こんな世の中じゃ」平成初期
にそんな歌詞の曲があった。
時代が移りゆく今、そんな世
の中になってはいないだろ
うか？　この本は現代に広
がる「毒」を暗示する、今読
むべきディストピア小説である。
　ある日アメリカのすべての女性から「声」
が奪われた。大統領の強制的な政策のもと、
すべての女性の手首に、一日百語以上話すと
強い電流が流れる「ワードカウンター」がつ
けられた。元認知言語学者のジーンは、夫や
息子たちとともに暮らしていたが、突如彼女
の前に大統領の側近たちが現れる。かつて失
語症の研究をしていた彼女は、事故で脳に損
傷を負った大統領の兄を治療する研究を、
「声を与える」ことを条件に依頼される。そ
して彼女は「声」をめぐる戦いに巻き込まれ
ていく――。
　彼女は声を、自由を求めていた。しかし
「声」を取り戻したとき、夫にかけられた言
葉はあまりにも冷たく彼女に突き刺ささった。
《なあ、ベイビー。きみが黙っていたときの
ほうが、ましだったんじゃないかな》――。
　情報化やグローバル化によって社会はめざ
ましく変化し、過去よりも「自由な」社会が
実現したように思える。しかし、現代の我々
にも、見えない「ワードカウンター」がつけ
られてはいないだろうか？　電流こそ流れな
いが、「声」を挙げられないことがあるので
はないか？　言いたいことも言えないこんな
世の中で、平成初期に流れたあの曲と、本書
が静かに重なった。「まっすぐ向きあう現実
に誇りを持つために戦う事も必要なのさ」�
――。来るべき未来に、「声」はあるか？
� （�出席点 ）
� （360 頁　税込 2052 円）

声の物語
クリスティーナ・ダルチャー著

市田泉訳　早川書房

　近未来の予測は誰にとっ
ても面白いものである。
「次に来る」技術を紹介し
た記事はビジネス系のニュ
ースサイトの定番であるし、
人工知能のもたらす未来に
ついて書かれた書籍は多数
出版されている。しかし、こうした予測はど
の程度実現するものなのだろうか。例えば、
今から約二〇年前には何が予測されていたの
だろうか。
　2000 年に出版された本書は、物理学者フ
リーマン・ダイソンが近未来の技術について
語った公開講座を基にした一冊である。タイ
トルにもあるように、今後太陽・ゲノム・イ
ンターネットの三つがキーワードになると予
測している。確かに、現在太陽光発電は普及
し、地球上のあらゆるところで電力源として
利用されている。遺伝子に関する技術も普及
し、さまざまな産業で活用されている。そし
て、インターネットは言うまでもなく、今日
の社会の基盤の一つである。本書で描かれた
未来の予想図は、すでにある程度実現してい
るようである。
　しかし、まだ実現していない予測もある。
技術の進歩は、社会正義を実現する方向に働
くと筆者は主張している。歴史上、新技術に
より公衆衛生は改善し、また悲惨な労働も減
ったため、この傾向を外挿すればそうなると
いう予測である。確かに、現代の世界は生活
の物質・情報に関する面では貧富の差が少な
くなったと思われる。しかし、こうした事情
がまた別種の分断と不公正とを生んでいると
いうのが現状ではないだろうか。
　単なる未来予測の書としてのみならず、科
学技術と倫理に関する考察としても興味深い
一冊である。� （�蕨餅 ）
� （192 頁　税込 1944 円）

ダイソン博士の太陽・ゲノム・インターネット
未来社会と科学技術大予測

フリーマン・J・ダイソン著
中村春木、伊藤暢聡訳　共立出版
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　過去から現在を経て未来
へと不可逆的に流れていく
直線的な時間・歴史意識が
ユダヤ・キリスト教的なも
のであることはしばしば指
摘される。過去には世界の
はじまりがあり、未来には
世 界 の 終 わ り が あ る。 終

エスカトロジー

末 論 と は
「最

エ ス カ ト ン

後の事柄」についての教説であるはずだ。
しかし、現代日本を代表するプロテスタント神
学者の二人がキリスト教終末論をめぐる広範な
主題を論じた本書を読めば、実は終末論と未
来の関係はそう自明ではないと気づかされる。
　イエスの「神の国」をめぐる言説に未来性
と現在性がともに読み取れることを反映して
か、終末論の照準は揺れ動いてきた。19 世
紀のリベラル神学のリッチュル学派では「神
の国」は人間の歴史の目標である理想社会と
されるに留まっていた。世紀末から 20 世紀
初頭にかけてヴァイスとシュヴァイツァーは
聖書研究を通して、世界全体の終焉を説く黙
示的終末論者としてイエスを再解釈した。し
かし、その後の新正統主義の神学者たちは概
ね終末を永遠と現在の弁証法において捉えた
といえよう。ところが、1960 年代に議論は
再び転回し、パネンベルクやモルトマンが黙
示的終末論の未来的契機を再評価するに至る。
　そもそも前近代においても、一方でアウグ
スティヌスは千年王国論を否定し、「神の国」
をそれと対比される地の国において教会が代
表するものと解釈した。他方でフィオーレの
ヨアキムは黙示的終末論を復活させ、ユニー
クな千年王国論を説いたのであった。
　かくして複雑な変遷を遂げてきた終末論を
通じて未来について考える意義と、そこに胚
胎する、既存の社会システムを打破する可能
性を本書は多方面から論じている。�（�霊人 ）
� （266 頁　税込 2052 円）

キリスト教と現代
終末思想の歴史的展開

芦名定道、小原克博著
世界思想社

　右記の芦名・小原両氏の
共著でも分かるように、未
来とキリスト教終末論の関
係は一筋縄では行かないも
のがある。当のキリスト者
にとっても、空漠たる観念
や像しか結べないことは珍
しくない。他方、未来的終末のイメージに明
確な輪郭を与える試みは現代でも主に福音主
義者、とりわけファンダメンタリストの間で
盛んだが、その神学潮流のひとつとしてディ
スペンセイション主義を挙げることができる。
本書はその定評ある基本書だ。
　ディスペンセイションとは、神の栄光を現
す目的に基づく神の計画の実行過程における
段階的な世界の経綸のことである。ディスペ
ンセイション主義は、聖書の字義的すなわち
歴史的・文法的解釈を原則とし、イスラエル
と教会を区別したうえで、歴史に複数の、大
抵は七つのディスペンセイションを認める。
それによれば、キリスト到来以後の現代は第
六の「恵みの経綸」の時代であり、未来には
最後の「千年王国の経綸」が予定されている。
この移行期をめぐる議論が興味深いのだが、
結論だけを述べると、まず信者・教会が空中
に携挙され、地上を七年間もの患難が襲った
後にキリストが地上に再臨し、千年王国が樹
立されるのである。時は切迫している。
　アメリカの大衆の間では多くの信奉者をも
つディスペンセイション主義だが、その聖書
解釈の方法や、あるいは携挙を待望する者に
みられる、預言の成就のためにイスラエルを
支持するほかに現在の社会構造に関心を抱か
ない傾向には当然ながら批判も多い。信仰の
根本に関わる激しい対立が目立つ分野だが、
本書の手堅い論述はいかなる立場の読者にも
読みやすいものだ。� （�霊人 ）
� （240 頁　税込 1620 円）

ディスペンセイション主義
聖書を字義通りに理解するために

チャールズ・C・ライリー著
前田大度訳　エマオ出版
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

ど
こ
に
転
が
っ
て
い
く
の
、 

林
檎
ち
ゃ
ん

レ
オ
・
ペ
ル
ッ
ツ
著

垂
野
創
一
郎
訳　

ち
く
ま
文
庫

　

可
愛
い
タ
イ
ト
ル

と
そ
れ
に
噛
み
合
わ

な
い
帯
の
う
た
い
文

句
、『
0
0
7
』
シ

リ
ー
ズ
の
作
者
イ
ア

ン
・
フ
レ
ミ
ン
グ
の
讃
辞
が
気
に
な
っ
て
手
に
取
っ

た
本
だ
っ
た
が
、
読
ん
で
圧
倒
さ
れ
た
。

　

舞
台
は
第
一
次
大
戦
直
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
ロ
シ

ア
の
捕
虜
収
容
所
か
ら
解
放
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア

軍
の
将
校
ヴ
ィ
ト
ー
リ
ン
は
か
つ
て
収
容
所
の
所
長

セ
リ
ュ
コ
フ
か
ら
受
け
た
侮
辱
へ
の
復
讐
を
誓
い
、

復
員
後
の
生
活
や
家
族
・
捕
虜
仲
間
と
の
交
流
を
捨

て
て
故
郷
か
ら
ロ
シ
ア
へ
と
舞
い
戻
る
。
そ
し
て
そ

こ
は
既
に
新
た
な
戦
い
の
最
中
に
あ
っ
た
、
す
な
わ

ち
ロ
シ
ア
革
命
に
端
を
発
す
る
内
戦
で
あ
る
。
権
力

を
握
る
者
が
日
毎
に
変
わ
る
よ
う
な
世
界
で
異
邦
人

の
ヴ
ィ
ト
ー
リ
ン
は
素
性
や
目
的
を
疑
わ
れ
な
が
ら

も
ひ
た
す
ら
宿
敵
セ
リ
ュ
コ
フ
の
行
方
を
追
う
。

　

こ
れ
だ
け
で
も
眩
暈
の
し
そ
う
な
話
だ
が
、
加
え

て
印
象
的
な
の
は
主
人
公
ヴ
ィ
ト
ー
リ
ン
の
存
在
だ
。

酒
呑
み
に
与
ふ
る
書

キ
ノ
ブ
ッ
ク
ス
編

キ
ノ
ブ
ッ
ク
ス

　

村
上
春
樹
の
カ
ク

テ
ル
、
江
戸
川
乱
歩

の
日
本
酒
、
北
方
謙

三
の
シ
ン
グ
ル
モ
ル

ト
・
ウ
ィ
ス
キ
ー

…
…
。「
酒
」
に
焦
点
を
当
て
、
様
々
な
文
学
者
・

評
論
家
・
思
想
家
が
紡
ぎ
だ
し
た
四
五
の
小
品
。
酒

と
人
と
の
関
わ
り
の
多
様
さ
、
複
雑
さ
を
反
映
す
る

よ
う
に
、
あ
る
い
は
酔
っ
払
い
の
精
神
状
態
を
体
現

す
る
よ
う
に
（
？
）
そ
の
形
式
は
エ
ッ
セ
イ
、
詩
、

俳
句
、
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
や
漫
画
と
て
ん
で
バ
ラ

バ
ラ
。
内
容
も
同
断
で
、
文
芸
評
論
家
を
故
人
に
引

き
合
わ
せ
る
思
い
出
の
酒
（「
銀
座
レ
ク
イ
エ
ム

―
―
樋
口
修
吉
」
福
田
和
也
）
や
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ

ア
に
色
彩
を
与
え
る
ビ
ー
ル
（「
冬
物
語
」
田
村
隆

一
）、
化
学
徒
を
酒
に
変
え
る
魔
の
薬
品
（「
あ
る
い

は
酒
で
い
っ
ぱ
い
の
海
」
筒
井
康
隆
）
と
い
っ
た
文

学
作
品
か
ら
、
酔
っ
た
人
々
を
「
醒
め
た
」
目
で
見

る
作
家
の
エ
ッ
セ
イ
（「
酔
っ
払
い
電
車
」
角
田
光

代
）、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
っ
た
作
家
の
告
白

（「
飲
酒
自
殺
の
手
引
き
１
」
中
島
ら
も
）、
体
質
的

に
酒
の
飲
め
な
い
評
論
家
が
「
酒
と
楽
し
む
」
食
事

に
物
申
す
食
事
文
化
論
（「
食
卓
の
愉
し
み
に
つ
い

て
」
中
村
稔
）
ま
で
、
実
に
千
差
万
別
多
種
多
様
。

そ
れ
で
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
角
度
か
ら
、
酒
の

本
質
を
射
抜
い
て
い
る
。

　

ど
こ
か
ら
読
み
始
め
て
も
よ
い
、
ど
こ
で
や
め
て

も
よ
い
。
本
書
は
、
心
地
よ
い
酔
い
の
も
た
ら
す
と

り
と
め
も
な
い
空
想
の
よ
う
に
広
が
り
、
読
者
の
視

野
を
押
し
広
げ
て
く
れ
る
。

　

お
酒
に
詳
し
い
貴
方
も
、
ま
だ
お
酒
と
付
き
合
い

始
め
て
日
の
浅
い
貴
方
も
、
次
な
る
名
酒
と
の
出
会

い
に
期
待
し
な
が
ら
、
こ
れ
ぞ
と
い
う
一
文
を
見
つ

け
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。�

（�

投
稿
・
筒
井 

）

�

（
二
二
三
頁　

税
込
一
六
二
〇
円　

1
月
刊
）

終
戦
後
、
誰
も
が
自
分
自
身
の
現
在
の
生
活
や
将
来

の
た
め
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
中
で
彼
だ
け
は
い
わ

ば
過
去
に
囚
わ
れ
て
闇
雲
に
相
手
を
追
い
続
け
る
。

ひ
た
む
き
さ
の
ベ
ク
ト
ル
が
周
囲
と
正
反
対
の
彼
は
、

彼
と
関
わ
る
人
々
に
と
っ
て
は
「
転
が
る
林
檎
」
な

ら
ぬ
「
転
が
っ
て
く
る
岩
」
の
よ
う
な
不
条
理
さ
を

呈
す
る
。
だ
が
そ
れ
も
ま
た
人
間
の
魅
力
の
一
つ
。

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
作
品
に
出
て
き
そ
う
な
ぶ
っ
飛

ん
だ
人
物
や
約
束
を
守
っ
て
主
人
公
を
助
け
る
元
敵

の
将
校
な
ど
脇
を
固
め
る
人
々
も
中
々
キ
ャ
ラ
が
濃

い
。
タ
イ
ト
ル
の
由
来
、
追
跡
劇
の
結
末
も
含
め
て

味
わ
い
深
い
一
冊
で
あ
る
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
三
二
四
頁　

税
込
一
〇
二
六
円　

12
月
刊
）
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こ
の
道

古
井
由
吉
著

講
談
社

　
「
未
ダ
生
ヲ
知
ラ

ズ
、
焉
ン
ゾ
死
ヲ
知

ラ
ン
」。
若
い
わ
た

し
は
表
面
上
わ
か
っ

た
気
に
な
っ
て
し
ま

う
言
葉
だ
が
、
死
に
近
づ
い
た
人
間
は
こ
の
言
葉
を

ど
う
読
む
の
だ
ろ
う
。
随
筆
と
も
小
説
と
も
言
い
が

た
い
本
書
で
は
、
精
妙
な
内
面
世
界
を
描
い
た
『
杳

子
』
の
作
家
が
、
齢
八
〇
を
越
え
て
死
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
想
念
を
巡
ら
せ
る
。

　

書
き
手
の
個
人
的
な
体
験
に
、
神
話
や
古
典
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
挿
し
挟
ま
れ
つ
つ
文
章
は
綴
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
冒
頭
の
孔
子
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
死
を

理
解
す
る
た
め
に
は
生
に
お
け
る
人
格
未
分
の
境
地

ま
で
、
つ
ま
り
命
の
は
じ
ま
る
出
生
に
ま
で
遡
ら
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
解
さ
れ
る
。「
母

胎
の
内
に
あ
っ
た
時
、
さ
ら
に
受
胎
の
時
ま
で
さ
か

の
ぼ
れ
ば
、
は
る
か
地
の
底
の
、
忘
却
の
湖
に
漂
っ

て
い
る
に
等
し
い
」。
生
も
死
も
、
個
人
を
超
え
た

岸
辺
に
立
っ
て
初
め
て
知
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

あ
る
い
は
、
書
き
手
の
戦
時
中
の
体
験
が
語
ら
れ

る
掌
編
も
あ
る
。
炬
燵
に
入
っ
た
幼
子
に
添
い
寝
し

た
青
年
が
、
ほ
ど
な
く
戦
地
の
露
と
消
え
た
。
そ
の

青
年
の
こ
と
を
し
の
ん
で
問
う
、「
い
つ
ま
で
も
若

い
死
者
を
見
る
生
者
の
心
は
、
歳
月
に
侵
蝕
さ
れ
て

も
そ
の
奥
底
で
は
、
死
者
を
最
後
に
見
た
そ
の
現
在

に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」。
死
者
が
死
者

と
な
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
当
時
の
自
分
は
、
不

気
味
な
も
の
に
映
ず
る
。
死
と
い
う
結
末
が
雄
弁
に

も
の
を
い
う
現
在
と
比
す
れ
ば
、
当
時
の
自
分
の
無

知
は
「
死
者
の
沈
黙
」
に
通
ず
る
の
で
は
な
い
か
。

　

生
死
は
ゆ
る
や
か
に
結
び
あ
う
。
生
の
日
向
を
歩

く
若
い
わ
た
し
だ
が
、
翳
り
を
帯
び
た
光
と
、
そ
の

な
か
を
歩
む
氏
の
後
ろ
姿
を
想
っ
た
。�

（�

ミ
セ 

）

�

（
二
五
八
頁　

税
込
二
〇
五
二
円　

1
月
刊
）

　

ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ジ

ョ
ッ
プ
は
ネ
グ
リ
チ

ュ
ー
ド
の
詩
人
で
あ

る
。
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー

ド
と
は
、
彼
が
一
篇

の
詩
を
捧
げ
て
い
る
マ
ル
テ
ィ
ニ
ッ
ク
島
出
身
の
詩

人
・
政
治
家
セ
ゼ
ー
ル
が
一
九
三
〇
年
代
に
創
造
し

た
概
念
だ
。『
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
辞
典
』
に
よ
れ
ば

「
黒
人
が
世
界
に
お
け
る
自
ら
の
地
位
を
捉
え
る
意

識
と
、
こ
の
意
識
化
が
黒
人
の
芸
術
的
表
現
と
政
治

的
熱
望
に
浸
透
さ
せ
る
叛
逆
」
と
定
義
で
き
る
。

　

一
九
二
七
年
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
を
セ
ネ
ガ
ル
で

過
ご
し
、
パ
リ
で
思
想
形
成
を
遂
げ
た
Ｄ
・
ジ
ョ
ッ

プ
は
、『
プ
レ
ザ
ン
ス
・
ア
フ
リ
ケ
ー
ヌ
』
誌
を
舞

台
に
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
の
詩
人
と
し
て
活
躍
し
、
一

九
六
〇
年
に
飛
行
機
事
故
で
急
逝
し
た
。
本
書
は
、

後
に
セ
ネ
ガ
ル
初
代
大
統
領
と
な
る
サ
ン
ゴ
ー
ル
が

編
み
、
サ
ル
ト
ル
が
序
文
を
寄
せ
た
『
ニ
グ
ロ
・
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
新
詩
華
集
』（
一
九
四
八
年
）
所
収
の

五
篇
と
、
唯
一
の
単
独
詩
集
『
杵
つ
き
』（
一
九
五

六
年
）
所
収
の
一
七
篇
の
詩
が
集
成
さ
れ
、
他
に
散

文
四
篇
と
訳
者
に
よ
る
小
伝
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

植
民
地
出
身
の
知
識
人
で
あ
る
Ｄ
・
ジ
ョ
ッ
プ
は

同
化
主
義
と
安
直
な
ア
フ
リ
カ
主
義
の
双
方
を
峻
拒

し
、
な
お
「
民
衆
の
根
っ
こ
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
フ

ラ
ン
ス
語
表
現
ア
フ
リ
カ
詩
は
、
歴
史
的
見
地
か
ら

有
罪
を
下
さ
れ
る
」
と
冷
厳
に
自
己
の
限
界
を
見
極

め
て
い
た
。
然
る
に
歴
史
的
使
命
の
自
覚
か
ら
う
た

わ
れ
た
、
虐
げ
ら
れ
た
黒
人
の
嘆
き
と
叛
逆
、
同
胞

愛
は
時
空
を
超
え
て
響
き
渡
る
。「
私
は
言
う 

強
い

勢
力
の
暴
風
雨
が
／
忍
耐
を
売
る
商
人
ど
も
を
粉
砕

す
る
だ
ろ
う
と
／
そ
し
て 

人
々
の
体
と
調
和
す
る

季
節
は
／
幸
福
の
身
振
り
が
作
り
直
さ
れ
る
の
を
見

る
だ
ろ
う
と
。」�

（�

霊
人 

）

�

（
九
三
頁　

税
込
一
二
九
六
円　

3
月
刊
）

ダ
ヴ
ィ
ッ
ド・
ジ
ョ
ッ
プ
詩
集

ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ッ
プ
著

中
村
隆
之
編
訳

夜
光
社
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数
学
の
贈
り
物

森
田
真
生
著

ミ
シ
マ
社

　
「
将
来
や
り
た
い

こ
と
が
見
つ
か
ら
な

い
。」
こ
の
エ
ッ
セ

イ
集
は
そ
ん
な
人
に

と
っ
て
、
か
け
が
え

の
な
い
「
贈
り
物
」
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

著
者
の
森
田
真
生
は｢

独
立
研
究
者｣
と
し
て
現

在
は
京
都
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
。「
数
学
の
贈

り
物
」
と
題
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
集

は
単
な
る
数
学
の
研
究
報
告
書
な
ど
で
は
な
い
。
数

学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
孟
子
や
芭
蕉
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
先
達
の
言
葉
を
手
掛
か
り
に
、
彼
の
思
考
は

歩
き
出
す
。
彼
の
紡
ぎ
出
す
言
葉
は
、
時
に
証
明
の

よ
う
に
明
瞭
で
、
時
に
素
数
の
よ
う
に
奥
深
い
。
数

学
を｢

緒
（
い
と
ぐ
ち
）｣

に
、
彼
の
思
考
は
ど
こ

ま
で
も
広
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
19
篇
の
エ
ッ
セ
イ

を
経
て
彼
が
辿
り
つ
い
た
そ
の
場
所
は
、「
い
ま
」

と
い
う
こ
の
一
瞬
だ
。《
目
の
前
の
何
気
な
い
事
物

を
、
あ
る
こ
と
も
な
い
こ
と
も
で
き
た
偶
然
と
し
て

発
見
す
る
と
き
、
人
は
驚
き
と
と
も
に
「
あ
り
が
た

い
」
と
感
じ
る
。「
い
ま
（present

）」
が
、
あ
る

が
ま
ま
で
「
贈
り
物
（present

）」
だ
と
実
感
す
る

の
は
、
こ
の
よ
う
な
瞬
間
で
あ
る
。》

　

変
化
の
激
し
い
世
界
に
生
き
る
我
々
は
、
明
日
の

自
分
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
。

そ
し
て
我
々
大
学
生
は
、
研
究
・
就
職
・
結
婚
…
…

と
、「
未
来
」
を
何
と
か
捕
ま
え
る
た
め
に
、
明
日

に
向
か
っ
て
歩
き
続
け
る
。
そ
ん
な
、「
未
来
」
を

生
き
ね
ば
な
ら
な
い
「
い
ま
」
だ
か
ら
こ
そ
、
本
書

を
開
い
て
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
あ
な

た
に
と
っ
て
の
「
贈
り
物
（present

）」
は
、
過
ぎ

去
り
し
昨
日
で
も
な
く
、
未
だ
来
た
ら
ざ
る
明
日
で

も
な
く
、「
い
ま
（present

）」
と
い
う
こ
の
一
瞬

に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
か
ら
―
―
。（�

出
席
点 

）

�

（
一
五
八
頁　

税
込
一
七
二
八
円　

3
月
刊
）

　

二
〇
〇
四
年
、
東

南
ア
ジ
ア
を
襲
っ
た

地
震
を
ど
れ
だ
け
の

人
が
覚
え
て
い
る
だ

ろ
う
。
津
波
は
圧
倒

的
な
力
で
日
常
を
な
ぎ
倒
し
、
終
わ
れ
ば
平
穏
な
表

情
で
元
の
海
に
戻
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
被
害
は
忘

れ
ら
れ
る
、
傷
を
受
け
た
者
だ
け
を
残
し
て
…
…
。

　

本
書
の
著
者
ソ
ナ
ー
リ
・
デ
ラ
ニ
ヤ
ガ
ラ
は
あ
の

日
全
て
を
失
っ
た
。
育
て
て
く
れ
た
両
親
、
人
生
を

と
も
に
す
る
は
ず
だ
っ
た
伴
侶
、
愛
す
る
二
人
の
息

子
。
自
分
の
す
べ
て
だ
っ
た
家
族
を
一
度
に
失
い
、

一
人
だ
け
生
き
残
っ
て
し
ま
っ
た
。「
こ
の
世
界
で

理
に
か
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
全
て
あ
の
波
に
砕
か

れ
て
し
ま
っ
た
」。

　

そ
の
事
実
を
認
め
ら
れ
な
い
ソ
ナ
ー
リ
。
何
度
も

現
実
の
方
が
夢
で
、
本
当
は
み
ん
な
生
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
幻
想
に
引
っ
張
ら
れ
る
。
そ
し

て
そ
の
幻
想
に
恐
怖
す
る
。
夢
を
見
る
の
が
怖
く
て
、

で
も
酒
を
飲
ま
な
い
と
心
が
潰
れ
て
し
ま
う
。
現
実

に
も
幻
想
に
も
居
場
所
が
な
い
彼
女
に
は
、
寄
せ
て

は
返
す
波
の
よ
う
に
、
静
寂
は
訪
れ
な
い
。

　

あ
の
日
を
境
に
普
通
に
で
き
た
生
き
方
は
、
耐
え

が
た
い
試
練
と
な
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
、

今
を
哀
し
く
さ
せ
る
記
憶
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
彼

女
は
過
去
を
書
く
。
そ
し
て
何
度
も
傷
つ
き
な
が
ら
、

愛
し
か
っ
た
日
々
を
確
認
し
て
い
く
。

　

無
残
に
も
家
族
を
失
っ
た
時
、
優
し
い
日
々
も
忘

れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
無
慈
悲
な
現
実
に
押
し

流
さ
れ
て
も
、
人
は
世
界
を
愛
す
る
力
を
取
り
戻
せ

る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
幸
福
が
不
幸
と
切
り
離
せ
な

い
と
考
え
る
な
ら
ば
、
本
書
の
痛
み
の
言
葉
の
中
に
、

見
出
せ
る
は
ず
だ
。
朧
気
で
は
あ
る
が
失
わ
れ
な
い
、

幸
せ
の
ち
か
ら
を
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
二
二
四
頁　

税
込
二
一
六
〇
円　

1
月
刊
）

波
ソ
ナ
ー
リ
・
デ
ラ
ニ
ヤ
ガ
ラ
著

佐
藤
澄
子
訳

新
潮
ク
レ
ス
ト
ブ
ッ
ク
ス
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論
証
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク［
第
５
版
］

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
著

 

古
草
秀
子
訳

ち
く
ま
学
芸
文
庫

　

大
学
の
課
題
か
ら

就
職
活
動
ま
で
、
自

分
の
意
見
を
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場

面
は
多
い
。
こ
こ
で

必
要
な
の
は
も
ち
ろ
ん
、
何
で
も
い
い
か
ら
何
か
を

発
言
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
中
身
の
あ
る
意
見
を
適

切
に
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
議
論
・
論

証
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

議
論
の
方
法
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
書
籍
は
多
い

が
、
そ
の
中
で
も
本
書
は
特
色
あ
る
一
冊
で
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
論
証
に
あ
た
っ
て
押
さ
え
て
お

く
べ
き
「
ル
ー
ル
」
を
説
明
す
る
こ
と
が
主
な
内
容

で
あ
る
。
目
次
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
、
な
る
ほ

ど
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ル
ー
ル
１

は
「
前
提
と
結
論
を
決
め
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

が
、
日
頃
こ
れ
を
実
践
で
き
て
い
る
人
は
ど
れ
だ
け

い
る
だ
ろ
う
か
。
ル
ー
ル
に
は
こ
う
し
た
基
本
的
な

も
の
か
ら
、
例
証
や
類
推
の
使
い
方
、
さ
ら
に
は
口

頭
で
の
論
証
の
注
意
点
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
も
の

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ど
れ
も
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
参
照
し
や
す
い
作
り
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
本
書
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、

他
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
の
重
要
さ
が
繰
り
返
し
強

調
さ
れ
る
点
が
あ
る
。
議
論
と
い
う
と
、
ど
う
し
て

も
勝
ち
負
け
の
話
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

問
題
の
解
決
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
も
っ
と
建
設
的
に
対
話
を
進
め
る
よ
う
に
心
掛

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　

本
書
は
文
庫
本
で
あ
る
た
め
持
ち
運
び
や
す
く
、

ま
た
ペ
ー
ジ
数
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
す
ぐ
に
読

み
終
え
、
内
容
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

手
元
に
お
い
て
お
け
ば
、
様
々
な
場
面
で
役
立
つ
こ

と
請
け
合
い
の
一
冊
で
あ
る
。�

（�

蕨
餅 

）

�

（
二
二
四
頁　

税
込
一
〇
八
〇
円　

4
月
刊
）

　

統
計
不
正
問
題
が

昨
今
話
題
で
あ
る
が
、

デ
ー
タ
の
雑
な
扱
い

に
起
因
す
る
問
題
は

特
に
珍
し
い
こ
と
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
か
つ
て
日
本
で
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
学
童
集
団
接
種
が
行
わ
れ
て
い
た

が
、
効
果
を
疑
問
視
す
る
調
査
の
影
響
で
中
止
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
研
究
は
デ
ー
タ
と
分
析
の
両

方
に
問
題
が
あ
り
、
結
局
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

死
亡
者
数
は
大
幅
に
増
加
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
統
計
や
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
は
時

に
人
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
怪
し
い
統
計
に
騙
さ
れ
な
い
た
め
の
方
法
を
述

べ
た
本
書
は
き
わ
め
て
有
用
な
一
冊
で
あ
ろ
う
。
主

な
内
容
は
、「
手
口
」
ご
と
に
怪
し
い
研
究
・
分
析

の
例
を
紹
介
し
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
は
誕
生
日
が
終
わ
る
ま
で

死
期
を
伸
ば
せ
る
と
い
う
噂
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。
こ
の
話
の
元
ネ
タ
の
研
究
で
は
、
デ
ー

タ
を
都
合
の
い
い
よ
う
に
分
け
て
処
理
し
て
お
り
、

ま
と
も
に
分
析
す
る
と
そ
の
よ
う
な
結
果
に
は
な
ら

な
い
と
い
う
。
紹
介
さ
れ
る
具
体
例
は
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
試
合
結
果
を
予
測
す
る
タ
コ
や
超
能
力
な

ど
、
ど
う
み
て
も
う
さ
ん
臭
い
も
の
か
ら
、
コ
ー
ヒ

ー
は
あ
る
種
の
ガ
ン
の
原
因
に
な
る
と
い
う
、
思
わ

ず
信
じ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
総
じ
て
平
易
な
語
り
口
で
読
み
物
と
し
て

面
白
く
、
ま
た
数
式
な
ど
は
全
く
出
て
こ
な
い
た
め

誰
で
も
興
味
深
く
読
め
る
だ
ろ
う
。

　

デ
ー
タ
に
基
づ
く
、
と
説
明
さ
れ
る
と
何
と
な
く

納
得
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
し
か
し
、
判
断
を
下
す

前
に
ぜ
ひ
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
ほ
し
い
。
本
書
は
そ

の
た
め
の
助
け
に
な
る
は
ず
だ
。�

（�

蕨
餅 

）

�

（
三
八
二
頁　

税
込
二
一
六
〇
円　

2
月
刊
）

デ
ー
タ
は
騙
る

改
竄
・
捏
造
・不
正
を
見
抜
く
統
計
学

ゲ
ア
リ
ー
・
ス
ミ
ス
著

川
添
節
子
訳　

早
川
書
房
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「
哲
学
」
な
る
学

問
の
内
部
で
、
実
際

に
何
が
な
さ
れ
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
は
、

今
ひ
と
つ
イ
メ
ー
ジ

し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
豊
か
な
髭
を

蓄
え
た
「
哲
学
者
」
が
独
り
、
書
斎
の
安
楽
椅
子
で

彼
な
り
の
思
索
を
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

は
た
ま
た
、
古
く
て
分
厚
い
「
哲
学
書
」
を
一
行
一

行
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
哲
学
」
に
対
す
る
そ
ん
な
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ

は
、
本
書
の
前
で
脆
く
も
崩
れ
去
る
。
数
年
前
に
開

催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
現
代
哲
学
ラ
ボ
」
の
模
様
を

書
籍
化
し
た
本
書
は
、
現
在
の
日
本
の
哲
学
（「
Ｊ

—

哲
学
」）
の
議
論
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い

る
か
を
教
え
て
く
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
一
線
で
活

躍
す
る
哲
学
者
の
森
岡
正
博
が
入
不
二
基
義
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
〈
あ
る
よ
う
に
あ
り
、
な
る
よ
う
に
な
る
〉

運
命
論
を
紐
解
い
て
い
く
。
入
不
二
の
「
運
命
」
に

関
す
る
議
論
は
や
が
て
、
可
能
性
や
必
然
性
に
関
す

る
議
論
、「
現
実
性
」
と
い
う
も
の
を
ど
う
捉
え
る

べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
に
ま
で
発
展
し
て
ゆ
く
。

運
命
論
を
哲
学
す
る

入
不
二
基
義
、森
岡
正
博
著

明
石
書
店

　

森
岡
に
よ
る
入
不
二
流
「
運
命
論
」
の
解
説
付
き

と
は
い
え
、
こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
「
入
不
二
ワ
ー
ル

ド
」
は
、
初
読
者
に
は
骨
の
あ
る
議
論
で
あ
る
。
し

か
し
本
書
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
が
何
気

な
く
使
う
「
運
命
」
と
い
う
言
葉
が
、
そ
の
よ
う
な

議
論
を
呼
び
、
や
が
て
二
人
の
哲
学
者
の
格
闘
に
よ

っ
て
、
新
し
い
哲
学
が
現
在
進
行
形
で
生
ま
れ
て
ゆ

く
貴
重
な
瞬
間
を
見
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

こ
の
「
現
代
哲
学
ラ
ボ
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
続
い
て
開

催
さ
れ
た
別
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
模
様
も
書
籍
化
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
本
書
を
読
ん
で
興
味
を
も
た
れ
た

方
は
、
続
報
を
待
た
れ
た
い
。�

（�

八
雲 

）

�

（
三
〇
四
頁　

税
込
一
九
四
四
円　

4
月
刊
）

　
「
自
業
自
得
」「
因

果
応
報
」「
縁
起
」

な
ど
仏
教
の
言
葉
は

現
代
の
日
本
語
に
も

姿
を
現
し
、
そ
の
思

想
は
今
な
お
私
た
ち
の
感
性
に
影
を
残
し
て
い
る
。

け
れ
ど
も
経
典
は
漢
字
ば
か
り
で
と
っ
つ
き
に
く
い
。

ど
こ
か
に
良
い
入
門
書
が
な
い
も
の
か
と
思
っ
て
い

た
と
き
に
こ
の
本
と
出
会
っ
た
。

　
『
教
行
信
証
』
と
は
法
然
の
弟
子
に
し
て
浄
土
真

宗
の
宗
祖
で
あ
る
親
鸞
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
。
鎌

倉
時
代
に
彼
ら
は
、
修
行
に
よ
る
悟
り
を
目
指
す

「
自
力
」
中
心
の
伝
統
仏
教
に
抗
し
て
、
念
仏
を
唱

え
れ
ば
成
仏
で
き
る
と
い
う
「
他
力
」
本
願
の
教
え

を
説
い
た
。
こ
の
書
物
は
題
名
の
教
・
行
・
信
・
証

を
そ
れ
ぞ
れ
解
説
し
た
各
巻
で
主
に
構
成
さ
れ
る
。

「
教
」
で
は
イ
ン
ド
か
ら
伝
来
し
て
き
た
経
典
の
ど

れ
が
根
本
か
の
解
釈
と
論
拠
が
提
示
さ
れ
、「
行
」

で
は
行
い
、
つ
ま
り
念
仏
を
称
え
る
こ
と
（「
称
名
」

と
言
う
）
で
成
仏
で
き
る
根
拠
が
論
じ
ら
れ
る
。

「
信
」
で
は
信
心
を
一
旦
差
し
置
い
て
さ
え
称
名
す

る
こ
と
の
重
要
さ
が
説
か
れ
、「
証
」
で
は
還
相
回

向
と
い
う
仏
教
の
他
者
論
が
展
開
さ
れ
る
。

　

親
鸞
が
師
の
法
然
か
ら
継
承
し
た
の
は
「
他
力
」

の
問
題
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
親
鸞
が
各
所
で
こ
の

言
葉
へ
と
舞
い
戻
っ
て
く
る
様
子
を
懇
切
丁
寧
に
描

い
て
い
る
。
浄
土
真
宗
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
を
持

っ
て
い
な
く
て
も
心
配
は
な
い
。
本
書
の
や
さ
し
い

語
り
口
が
難
解
さ
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

あ
る
い
は
紹
介
さ
れ
た
用
語
の
意
味
を
道
半
ば
で
忘

れ
た
と
し
て
も
、
著
者
は
必
要
で
あ
れ
ば
な
ん
ど
も

繰
り
返
し
説
明
し
て
く
れ
る
。
本
書
と
の
出
会
い
を

通
じ
て
、
自
分
の
根
底
に
流
れ
る
大
き
な
思
想
の
片

鱗
に
触
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。�

（�

三
つ
葉 

）

�

（
二
八
五
頁　

税
込
二
三
七
六
円　

3
月
刊
）

『
教
行
信
証
』入
門

阿
満
利
磨
著

筑
摩
書
房
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大
政
翼
賛
会
の
メ
デ
ィ
ア

ミ
ッ
ク
ス

「
翼
賛
一
家
」と
参
加
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム

大
塚
英
志
著　

平
凡
社

　

ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
、

映
画
や
演
劇
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
商
品
な
ど
、

企
画
コ
ン
テ
ン
ツ
が

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に

展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
二
次
創
作
ま
で
を
範
疇
に
含
め

る
宣
伝
手
法
が
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
。

最
近
で
は
お
馴
染
み
の
こ
の
手
法
が
実
は
戦
時
中
に

用
い
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
総
動
員
体
制
の
構
築
に
一
役

買
っ
て
い
た
。
本
書
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

そ
ん
な
広
告
史
を
描
き
出
し
て
く
れ
る
。

　
「
翼
賛
一
家
」
と
呼
ば
れ
る
戦
時
中
の
企
画
は
、

漫
画
家
協
会
に
よ
っ
て
大
ま
か
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
や
世
界
観
の
設
定
が
な
さ
れ
、
告
知
か
ら
半

年
で
中
心
的
な
メ
デ
ィ
ア
展
開
が
行
わ
れ
る
と
い
う

迅
速
な
も
の
だ
っ
た
。
版
権
は
大
政
翼
賛
会
が
管
理

し
、
そ
の
呼
び
か
け
の
下
に
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
集
ま

っ
て
「
自
由
」
に
そ
の
世
界
観
を
作
品
化
し
て
い
き
、

新
聞
な
ど
の
報
道
メ
デ
ィ
ア
も
媒
体
に
し
て
企
画
展

開
さ
れ
る
。
そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
た
理
想
と
し
て
の

「
一
家
」
の
姿
は
、「
隣
人
と
の
垣
根
を
取
り
払
い
」、

「
日
常
」
生
活
の
中
で
「
町
内
」
一
丸
と
な
っ
て

「
協
働
」
し
、「
科
学
の
心
」
を
大
切
に
す
る
家
族
。

そ
の
理
想
像
に
追
随
す
る
作
品
を
発
表
し
、
ま
た
そ

れ
を
読
ん
で
啓
蒙
さ
れ
る
こ
と
で
自
主
的
に
総
動
員

体
制
へ
の
参
加
が
作
者
に
そ
し
て
読
者
に
動
機
付
け

ら
れ
る
、
そ
れ
こ
そ
が
「
翼
賛
一
家
」
の
枠
組
み
を

作
っ
た
大
政
翼
賛
会
の
意
図
だ
っ
た
の
だ
と
著
者
は

看
破
す
る
。

　

本
書
で
は
さ
ら
に
手
塚
治
虫
と
「
翼
賛
一
家
」
と

の
関
係
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
戦
時
中
の
こ
の
文

化
政
策
に
ま
だ
新
人
漫
画
家
で
あ
っ
た
彼
が
ど
う
関

わ
る
の
か
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
手
塚
治
虫
好
き
の

人
に
は
一
読
を
勧
め
た
い
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
三
〇
四
頁　

税
込
二
七
〇
〇
円　

12
月
刊
）

　
《
繰
り
返
し
検
証

を
行
え
る
実
験
で
は

な
く
、
一
回
し
か
な

い
歴
史
的
事
象
を
、

ど
の
よ
う
に
し
て
科

学
的
に
分
析
で
き
る
の
か
？
》

　

こ
の
よ
う
な
疑
問
を
持
っ
た
学
生
も
多
い
だ
ろ
う
。

科
学
と
い
う
か
ら
に
は
検
証
が
必
要
で
あ
り
、
同
じ

条
件
で
の
実
験
が
難
し
い
社
会
的
事
象
を
分
析
す
る

社
会
科
学
は
科
学
な
の
だ
ろ
う
か
と
。
こ
の
よ
う
な

難
問
に
正
面
か
ら
挑
み
、
事
例
研
究
と
因
果
分
析
の

方
法
論
を
確
立
さ
せ
た
知
の
巨
匠
こ
そ
百
年
前
の
社

会
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
で
あ
る
。
本
書
は

従
来
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
解
釈
を
更
新
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
統
計
的
因
果
推
論
な
ど
現
代
で
は
広
く
使
わ
れ

る
方
法
論
の
基
礎
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
影
響
を
考
え
る
。

故
に
文
理
問
わ
ず
読
め
る
本
だ
。

　

で
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
ど
の
よ
う
に
し
て
方
法
論
を

作
っ
た
の
か
。
本
書
は
日
本
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
バ
ー

研
究
で
は
無
視
さ
れ
て
い
た
統
計
学
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・

フ
ォ
ン
・
ク
リ
ー
ス
の
影
響
を
重
要
視
す
る
。
ク
リ

ー
ス
の
因
果
推
論
で
は
、
仮
定
Ｓ
を
想
定
す
る
こ
と

で
、
観
察
さ
れ
る
デ
ー
タ
に
お
け
る
Ｅ
の
出
現
率
か

ら
原
因
を
分
析
し
た
。
も
し
Ｓ
が
な
か
っ
た
ら
Ｅ
は

出
現
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
Ｓ
は
Ｅ
の

原
因
と
な
る
（
反
事
実
な
推
論
）。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は

こ
の
よ
う
な
因
果
推
論
を
歴
史
学
や
社
会
科
学
に
応

用
し
か
の
有
名
な
『
プ
ロ
倫
』
を
執
筆
し
た
。
こ
う

し
た
方
法
論
は
仮
説
的
だ
が
、
論
理
的
な
検
証
可
能

性
に
開
か
れ
る
こ
と
で
科
学
的
と
な
る
。

　

学
問
を
す
る
上
で
内
容
以
上
に
方
法
論
の
学
習
が

必
要
と
な
る
。
現
代
で
広
く
使
わ
れ
る
方
法
論
の
基

礎
を
考
え
る
本
書
は
、
難
解
で
は
あ
る
が
読
ま
れ
る

べ
き
一
冊
だ
ろ
う
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
四
一
七
頁　

税
込
三
〇
二
四
円　

1
月
刊
）

社
会
科
学
と
因
果
分
析

佐
藤
俊
樹
著

岩
波
書
店
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官
僚
制
と
公
文
書

改
竄
、捏
造
、忖
度
の
背
景

新
藤
宗
幸
著　

ち
く
ま
新
書

マ
ル
ク
ス・
ガ
ブ
リ
エ
ル

欲
望
の
時
代
を
哲
学
す
る

丸
山
俊
一
＋
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
欲
望
の
時
代
の
哲
学
」制
作
班
著　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書

三
条
実
美

内
藤
一
成
著

中
公
新
書

　

現
代
社
会
―
―
広
告
は
至
る
と
こ
ろ
で
空
っ
ぽ
な

夢
を
売
り
、
人
々
は
膨
大
な
情
報
へ
ア
ク
セ
ス
で
き

る
ス
マ
ホ
を
手
に
、
何
を
求
め
て
か
急
ぎ
行
く
。
こ

の
異
様
な
日
常
は
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
。
私
た
ち
は

こ
の
時
代
を
ど
う
や
っ
て
生
き
抜
け
ば
よ
い
の
か
。

　

本
書
は
あ
の
有
名
な
『
な
ぜ
世
界
は
存
在
し
な
い

の
か
』
の
著
者
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
日
本
滞

在
を
密
着
取
材
し
た
言
行
録
で
あ
る
。
大
都
市
、
東

京
・
大
阪
・
京
都
で
彼
が
呟
や
く
言
葉
や
番
組
に
出

演
し
た
際
の
講
義
録
、
さ
ら
に
は
専
門
家
と
の
ロ
ボ

ッ
ト
社
会
に
つ
い
て
の
対
談
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

彼
の
態
度
は
両
義
的
だ
。
空
虚
で
忙
し
な
い
産
業

社
会
を
批
判
し
つ
つ
も
、
交
差
点
を
行
き
交
う
群
衆

を
「
美
し
い
人
々
」
と
表
現
す
る
。
彼
は
現
状
を
単

に
全
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
批
判
的
に
で
は
あ
る

が
受
容
す
る
。
そ
し
て
こ
の
現
代
に
対
応
す
る
た
め

に
哲
学
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
主
張
す
る
の
だ
。
渦
の
中
で
生
き
て
い
く
術
を
模

索
す
る
一
人
の
哲
学
者
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

巨
大
な
流
れ
に
飲
み
込
ま
れ
、
訳
も
分
か
ら
ず

日
々
を
過
ご
す
私
た
ち
に
と
っ
て
、
彼
の
真
摯
な
言

葉
は
一
筋
の
光
と
な
る
だ
ろ
う
。�

（�
三
つ
葉 

）
�

（
二
四
〇
頁　

税
込
八
八
六
円　

12
月
刊
）

　

一
部
の
政
治
家
の
利
益
に
資
す
る
認
可
、
土
地
の

売
却
、
文
書
の
改
竄
等
が
話
題
と
な
っ
た
の
は
記
憶

に
新
し
い
。
官
僚
に
よ
る
不
正
と
言
え
ば
、
少
し
前

な
ら
ば
官
官
接
待
や
天
下
り
が
専
ら
だ
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
隔
世
の
感
が
あ
る
。

　

行
政
学
の
大
家
で
あ
る
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
問
題

の
原
因
が
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
制
定
に
代
表
さ
れ

る
秘
密
主
義
的
な
政
治
傾
向
、
首
相
の
権
限
強
化
に

よ
る
「
政
治
主
導
」
の
完
成
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

元
来
、「
官
僚
主
導
」
に
対
置
さ
れ
る
「
政
治
主

導
」
は
民
主
主
義
に
と
っ
て
好
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
の
「
政
治
主
導
」
は
民
主

主
義
を
む
し
ろ
損
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
著
者

は
、
公
文
書
管
理
に
関
し
て
外
部
の
視
点
を
導
入
し

た
上
で
、「
暴
走
」
す
る
政
治
主
導
に
歯
止
め
を
か

け
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
論
じ
る
。

　

一
時
期
は
バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
官
僚
が
「
官
僚

頑
張
れ
」
と
応
援
さ
れ
る
時
代
。
し
か
し
、
官
僚
は

あ
く
ま
で
非
選
出
勢
力
で
あ
り
「
代
表
」
は
政
治
家

で
あ
る
。
重
要
な
の
は
適
切
な
政
官
関
係
の
構
築
に

あ
る
。
本
書
は
詳
細
な
制
度
解
説
も
含
め
、
そ
の
手

掛
か
り
を
提
供
す
る
一
冊
で
あ
る
。�

（�

投
稿
・
藪
池 

）

�

（
二
五
〇
頁　

税
込
八
八
六
円　

5
月
刊
）

　

本
書
は
近
代
日
本
の
最
長
首
班
三
条
実
美
の
評
伝

で
あ
る
。
三
条
特
有
の
難
し
さ
と
い
お
う
か
、
志
士

経
験
の
あ
る
清
華
家
当
主
と
し
て
の
過
激
な
思
想
信

条
と
心
身
虚
弱
で
優
柔
な
政
治
姿
勢
の
重
な
り
合
い

は
本
書
で
も
読
み
ど
こ
ろ
で
は
あ
る
。
薩
長
の
志
士

よ
り
も
矯
激
な
意
見
で
維
新
を
牽
引
す
る
三
条
も
読

み
ど
こ
ろ
だ
が
、
本
書
の
眼
目
は
実
は
維
新
後
、
太

政
官
運
営
者
と
し
て
の
三
条
の
叙
述
に
あ
る
。

　

太
政
大
臣
の
職
責
を
調
整
役
と
し
て
果
た
し
つ
つ

守
旧
派
を
切
り
崩
し
、
維
新
の
果
実
を
守
る
三
条
は
、

内
閣
制
度
の
整
備
に
当
た
り
、
自
身
が
変
革
に
た
ち

ふ
さ
が
る
政
治
的
障
害
と
な
る
。
そ
れ
を
三
条
は
自

身
が
初
代
内
大
臣
と
し
て
「
府
中
」
か
ら
「
宮
中
」

へ
退
く
こ
と
で
解
決
す
る
。「
フ
ロ
ッ
ク
」
で
は
な

い
三
条
の
主
体
性
を
重
視
し
た
描
写
は
明
治
百
五
〇

年
か
ら
み
の
出
版
と
も
共
鳴
し
な
が
ら
明
治
維
新
史

全
体
に
恐
ら
く
影
響
を
与
え
よ
う
。

　

宮
内
庁
在
勤
の
実
証
的
・
抑
制
的
な
著
者
の
筆
な

れ
ば
こ
そ
革
命
家
と
し
て
の
志
向
が
強
す
ぎ
る
三
条

を
叙
述
し
き
っ
た
。
流
感
に
倒
れ
た
三
条
に
明
治
帝

が
与
え
る
栄
誉
と
そ
の
意
味
が
わ
か
る
ま
で
読
み
通

し
た
い
一
冊
。�

（�

投
稿
・
と
う
こ 

）

�

（
二
四
八
頁　

税
込
九
〇
七
円　

2
月
刊
）

新書コーナー
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―
―
平
成
の
犯
罪
に
耳
を
す
ま
し
て
―
―

　

犯
罪
者
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
動
機
を
理
解
し
て
し
ま
う

と
、
ど
こ
か
で
犯
罪
を
肯
定
し
そ
う
に
な
る
。
被
害
者
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

語
る
と
い
う
事
実
に
も
許
せ
な
く
な
る
。
し
か
し
誰
も
が
否
定
し
て
し
ま
う
無

差
別
な
事
件
に
、
そ
の
犯
罪
者
の
声
に
、
一
度
耳
を
傾
け
て
み
る
。
犯
行
を
肯

定
せ
ず
、
し
か
し
他
者
を
否
定
し
な
い
態
度
と
と
も
に
…
…
。

　
―
―
大
事
な
の
は
殺
さ
な
い
理
由
―
―

　

秋
葉
原
事
件
を
起
こ
し
た
犯
人
、
加
藤
智
大
は
『�

解
+ 

』
と
い
う
本
を
書
い

て
い
る
。
副
題
は
「
秋
葉
原
無
差
別
殺
傷
事
件
の
意
味
と　

そ
こ
か
ら
見
え
て

く
る
真
の
事
件
対
策
」
だ
。
当
時
評
論
家
や
専
門
家
は
、
犯
罪
を
起
こ
し
た
理

由
を
物
語
の
よ
う
に
扱
っ
た
。
家
庭
環
境
、
職
場
の
状
況
、
ネ
ッ
ト
の
な
り
す

ま
し
。
加
藤
は
そ
う
し
た
分
析
が
的
を
射
ず
、
事
件
の
予
防
策
が
打
て
て
い
な

い
と
語
る
。
故
に
加
藤
自
身
が
、
事
件
対
策
の
た
め
に
本
を
書
い
た
。

　

そ
こ
で
重
要
な
の
は
犯
罪
を
「
や
っ
た
理
由
」
で
は
な
く
「
や
ら
な
い
理

由
」
の
方
を
考
え
る
べ
き
だ
、
と
い
う
主
張
だ
。
誰
も
が
人
を
殺
す
潜
在
性
を

持
っ
て
い
る
。
し
か
し
多
く
の
人
は
「
や
ら
な
い
理
由
」
を
持
つ
こ
と
で
行
為

に
移
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
加
藤
は
事
件
を
振
り
返
る
中
で
、
自
分
自
身
が
そ

う
し
た
「
や
ら
な
い
理
由
」
を
失
っ
た
こ
と
を
分
析
す
る
。
迷
惑
を
か
け
た
く

な
い
誰
か
、
今
よ
り
良
く
な
る
と
い
う
未
来
。
そ
う
し
た
も
の
を
失
わ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
、
真
の
事
件
対
策
に
な
る
は
ず
と
語
る
死
刑
囚
の
言
葉
は
、

今
の
私
た
ち
に
痛
烈
に
突
き
刺
さ
る
。

　

ま
た
「
黒
子
の
バ
ス
ケ
事
件
」
と
い
わ
れ
る
一
連
の
脅
迫
事
件
を
起
こ
し
た

被
告
、
渡
邊
博
史
が
書
い
た
本
『�

生
け
る
屍
の
顛
末 

』
は
、
無
差
別
犯
罪
の
動

機
を
鋭
く
分
析
し
て
い
る
。
冒
頭
意
見
陳
述
で
「
無
敵
の
人
」
と
い
う
言
葉
が

話
題
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
続
く
最
終
意
見
陳
述
は
目
を
見
張
る
分
析
な
の
で
、

一
読
さ
れ
て
ほ
し
い
。（
ネ
ッ
ト
で
も
読
め
ま
す
。）

　

渡
辺
は
一
連
の
事
件
を
「
欲
望
欠
如
型
犯
罪
」
と
分
析
す
る
。
普
通
の
人
は

自
分
の
存
在
を
疑
わ
ず
、
欲
望
を
持
つ
こ
と
を
自
明
と
考
え
る
が
、
こ
の
世
界

に
は
自
分
自
身
の
存
在
す
ら
不
安
定
で
、
幸
せ
の
欲
望
す
ら
自
分
で
許
せ
な
い

人
間
が
い
る
。「
生
け
る
屍
」
と
い
う
用
語
を
使
い
、
そ
う
し
た
人
間
が
ど
の

よ
う
に
犯
罪
に
走
る
か
を
分
析
す
る
本
書
か
ら
、
学
ぶ
こ
と
も
多
い
は
ず
だ
。

　
―
―
人
を
殺
し
た
少
年
の
人
生
―
―

　

最
後
に
紹
介
し
た
い
の
は
、
神
戸
連
続
児
童
殺

傷
事
件
の
犯
人
、
元
少
年
A
に
よ
る
『�

絶
歌 

』
だ
。

出
版
直
後
話
題
と
な
り
、
非
難
轟
々
の
本
書
は
、

そ
れ
で
も
や
は
り
読
ま
れ
る
べ
き
価
値
を
持
っ
て

い
る
。（
し
か
し
事
件
と
本
を
分
け
て
考
え
ら
れ

な
い
な
ら
ば
、
本
書
を
読
む
べ
き
で
は
な
い
。）

　

本
書
は
主
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
異
常
な
性
癖
を
も
ち
、
そ
れ
に
抗
え
な

い
ま
ま
犯
罪
を
起
こ
す
前
半
と
、
当
時
一
四
歳
と
い
う
年
齢
で
死
刑
に
な
れ
ず

匿
名
の
ま
ま
生
き
て
い
く
後
半
だ
。
詩
的
文
体
、
残
酷
さ
を
美
的
に
記
述
す
る

前
半
も
強
烈
だ
が
、
後
半
こ
そ
本
書
の
真
骨
頂
だ
ろ
う
。

　

正
し
さ
は
時
に
矛
盾
す
る
。
人
々
は
、
犯
罪
者
は
一
生
不
幸
で
あ
る
べ
き
だ

と
考
え
る
一
方
で
、
す
べ
て
の
人
間
は
幸
せ
に
な
る
権
利
が
あ
る
と
も
考
え
る
。

本
書
の
価
値
は
、
こ
の
二
つ
の
葛
藤
だ
。
社
会
も
自
分
も
、
自
分
の
幸
福
を
望

ま
な
い
。
し
か
し
接
す
る
他
者
が
時
に
、
優
し
さ
を
授
け
て
し
ま
う
。
幸
福
に

な
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
人
間
が
、
幸
福
に
な
る
権
利
を
持
つ
世
界
で
生
き
る

こ
と
。
償
い
と
は
何
か
、
罪
人
の
幸
せ
と
は
何
か
。
彼
が
描
く
文
章
は
、
想
像

の
及
ば
な
い
人
間
の
葛
藤
を
、
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
。�

（�

き
も
の 

）
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実
は
激
ア
ツ「
承
久
の
乱
」を
め
ぐ
る「
戦
い
」

　

呉
座
勇
一
の
『
応
仁
の
乱　

戦
国
時
代
を
生
ん
だ
大
乱
』
を
嚆
矢
と
し
て
、

近
年
、
歴
史
学
者
に
よ
っ
て
一
般
向
け
に
書
か
れ
た
新
書
が
、
次
々
と
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
入
り
し
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
ん
な
新
書
の
中
か
ら
、
本
郷
和
人
の

『�

承
久
の
乱 
日
本
史
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト 

』（
文
春
新
書
）（
以
下
、
本
郷

本
と
略
記
）
と
、
坂
井
孝
一
の
『�

承
久
の
乱
　
真
の
「
武
者
の
世
」
を
告
げ
る

大
乱 

』（
中
公
新
書
）（
以
下
、
坂
井
本
と
略
記
）
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

本
郷
自
身
が
二
〇
一
九
年
二
月
一
六
日
の
日
経
新
聞
「
日
本
史
ひ
と
模
様
」

と
い
う
コ
ラ
ム
に
お
い
て
、
自
身
の
本
と
坂
井
本
を
比
べ
、
明
快
に
結
論
を
語

る
本
郷
本
よ
り
も
、
難
解
に
答
え
を
出
さ
な
い
坂
井
本
の
ほ
う
が
読
者
に
あ
り

が
た
が
ら
れ
る
か
ら
よ
く
売
れ
る
の
だ
、
と
述
べ
る
な
ど
、
本
郷
本
と
坂
井
本

の
比
較
は
各
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
承
久
の
乱
そ
の
も
の
を
め
ぐ
る

論
争
は
、
十
分
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
承
久

の
乱
の
論
点
を
整
理
し
た
う
え
で
、
本
郷
本
と
坂
井
本
の
比
較
を
行
い
た
い
。

　

幕
末
の
水
戸
学
の
隆
興
か
ら
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
敗
北
ま
で
の

皇
国
史
観
の
文
脈
に
お
い
て
、「
承
久
の
乱
」
は
、「
逆
賊
」
北
条
義
時
が
後
鳥

羽
上
皇
を
不
遜
に
も
島
流
し
に
し
た
事
件
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、

水
戸
学
の
精
華
『
大
日
本
史
』
に
お
い
て
は
、
上
皇
が
被
っ
た
「
難
」
と
し
て
、

「
承
久
の
難
」
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、
皇
国
史
観
に
お
い
て
は
「
承
久
の
変
」

と
呼
ば
れ
、
一
部
保
守
系
の
教
科
書
で
は
現
在
も
「
承
久
の
変
」
と
い
う
呼
称

が
使
わ
れ
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
本
郷
本
、
坂
井
本
と

も
に
一
貫
し
て
「
承
久
の
乱
」
と
い
う
呼
称
を
採
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
承
久
の
乱
を
め
ぐ
っ
て
は
後
鳥
羽
上
皇
の
目
的
が
北
条
義
時
の
追
討

に
あ
っ
た
の
か
、
鎌
倉
幕
府
の
倒
幕
に
あ
っ
た
の
か
、
議
論
が
こ
れ
ま
で
分
か

れ
て
き
た
が
、
両
書
と
も
に
、
近
年
の
研
究
状
況
を
反
映
し
、
後
鳥
羽
上
皇
の

目
的
は
義
時
追
討
で
あ
り
、
倒
幕
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

な
お
、
な
ぜ
、「
倒
幕
」
が
目
的
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ

い
て
は
、
坂
井
本
の
最
終
章
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
郷
本
、
坂
井
本
の
立
場
が
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
鎌
倉
幕
府
の
位
置
づ

け
で
あ
る
。
本
郷
自
身
が
「
私
は
『
東
国
国
家
論
』
の
立
場
に
近
い
」（
一
四

七
頁
）
と
語
る
よ
う
に
、
本
郷
本
は
鎌
倉
幕
府
と
朝
廷
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た

政
治
機
構
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
坂
井
本
は
、
王
家
、
公
家
、

武
家
、
寺
家
が
、
王
家
の
権
威
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
影
響

し
あ
い
体
制
を
形
作
っ
て
い
た
と
い
う
「
権
門
体
制
論
」
の
立
場
に
立
つ
。

　

よ
っ
て
、
本
郷
本
は
、
源
実
朝
暗
殺
後
の
鎌
倉
幕
府
の
「
義
時
と
そ
の
仲
間

た
ち
」（
一
六
一
頁
）
と
い
う
自
己
意
識
と
、
後
鳥
羽
上
皇
の
権
門
体
制
論
的

意
識
の
対
立
が
承
久
の
乱
を
生
ん
だ
と
解
釈
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
坂
井
本
で

は
、
実
朝
暗
殺
に
端
を
発
し
た
後
継
将
軍
の
親
王
下
向
問
題
が
こ
じ
れ
、
そ
こ

に
後
鳥
羽
上
皇
の
命
に
よ
る
大
内
裏
再
建
へ
の
地
頭
の
協
力
拒
否
な
ど
が
重
な

り
、
承
久
の
乱
に
至
っ
た
と
と
ら
え
る
。

　

ま
た
、
本
郷
本
は
北
条
氏
を
権
謀
術
数
の
政
治
家
一
族
と
し
て
描
き
、
そ
の

理
解
か
ら
歴
史
事
象
を
説
明
す
る
の
で
、
鎌
倉
幕
府
の
成
立
、
北
条
氏
の
権
力

獲
得
か
ら
解
説
を
始
め
る
。
一
方
、
坂
井
本
は
後
鳥
羽
上
皇
・
実
朝
と
も
に
優

れ
た
政
治
家
と
し
て
描
き
、
さ
ら
に
は
、
権
門
体
制
論
の
歴
史
観
に
基
づ
く
の

で
、
中
世
の
院
政
の
成
立
と
そ
の
社
会
・
政
治
構
造
の
解
説
か
ら
始
ま
る
。

　

本
郷
本
は
論
旨
が
明
快
で
あ
り
、
歴
史
に
詳
し
く
な
い
方
が
初
め
て
読
む
本

と
し
て
お
す
す
め
で
あ
る
。
し
か
し
、「
承
久
の
乱
」
を
巡
っ
て
は
こ
れ
ま
で

述
べ
た
よ
う
に
様
々
な
議
論
が
あ
る
。
本
郷
本
と
違
う
立
場
か
ら
学
術
的
に
詳

述
し
た
坂
井
本
も
併
せ
て
読
む
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。�

（�

投
稿
・
行
人 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
良
書
に
出
会
う
こ
と
が
人
生
の
喜
び
で
す
。
良
書

を
発
見
す
る
手
が
か
り
を
得
る
た
め
に
、
今
後
も
書

評
を
読
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
刺
激
的
な
本
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（�

文
・pratyeka 

）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
執
筆
者
の
一
人
と

し
て
は
、
書
評
の
出
来
不
出
来
は
と
も
か
く
、
良
書

を
紹
介
す
る
こ
と
に
か
け
て
は
そ
れ
な
り
に
自
負
し

て
お
り
ま
す
。
願
わ
く
は
、
書
評
の
質
が
書
籍
の
美

点
に
適
う
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

○
同
じ
本
に
つ
い
て
一
人
で
は
な
く
数
人
の
感
想
も

き
い
て
み
た
い
で
す
。
き
っ
と
感
じ
る
と
こ
ろ
や
好

き
な
と
こ
ろ
、
多
角
的
に
見
た
書
評
も
お
も
し
ろ
い

と
思
い
ま
す
。�

（�

工
・
ね
こ
ね
こ
55 

）

―
―
今
号
の
話
題
の
本
棚
欄
に
て
、
二
人
で
一
冊
の

本
を
評
し
て
み
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今

後
も
複
数
の
編
集
委
員
が
同
一
の
本
に
興
味
を
抱
い

た
場
合
は
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

○
新
入
生
が
入
っ
て
く
る
時
期
で
す
ね
。
読
書
体
験

の
と
も
と
し
て
綴
葉
に
出
会
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い

で
す
。�

（�

工
・S

oso 

）

―
―
読
者
の
方
々
か
ら
頂
く
『�

綴
葉 

』
へ
の
深
い
愛

に
襟
を
正
さ
れ
る
思
い
で
す
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。�

（�

霊
人 

）

　ずっと、言葉を探して生きてきた。この一
瞬の感情を切り取る言葉、自分を支える言葉、
大切な人へ思いを伝える言葉――。ずっと、
言葉を探して生きてきた。そんな人生だった。
　4月になると、生活が一変した。学部時代
と異なる研究室へ移り、4年間住み慣れた下
宿も引っ越した。気がつけば自分は大学院生
になっており、気がつけば友人は社会に出て
毎日働いている。今を切り取る言葉も見つけ
られないまま、毎日が目まぐるしく変わって
いく。そんな 4月に、思わず目眩がした。
　そんな私に一通の連絡が入った。学部時代
の先輩からだ。聞けば綴葉編集委員へのお誘
いだという。最初は、断ろうかと思った。書
評など、私にできるのだろうか。本の面白さ
を伝える言葉など、私に見つけられるのだろ
うか。そう思ったからだ。しかし、あえてこ
の世界に踏み込むことにした。これも何かの
ご縁だと思って。
　こうして私は、6月よりこの綴葉編集委員
となることになった。正直不安もあるが、少
しずつ、自分のペースで言の葉を綴っていき
たい。満点は取れなくても、せめて「出席
点」くらいは貰えると信じて――。（�出席点 ）

当てよう！図書カード編集後記
　時間ができたら、観劇に行ってみたい。自
分の身体や経験から、自分じゃないだれかを
引き出してくる――取り憑かれたような役者
の気迫を、同じ空間で感じたいものです。さ
て、以下のシェイクスピアの戯曲のうち、7
－ 9月に東京・新潟・愛知・兵庫・熊本など
で公演がある作品はどれでしょう？
　1．じゃじゃ馬ならし　2．お気に召すまま
　3．ハムレット　　　　4．恋の骨折り損
� （�ミセ ）

《応募方法》読者カードに答えを書いて生協
のひとことポストに入れてください（または
e-mail:teiyo@s-coop.net）。正解者の中から抽
選で 5名の方に図書カードを進呈いたします。
締切りは 7月 15 日です。

3 月号の解答
　3月号の「リシュケシュを訪れた有名なロ
ックバンドは？」の解答は 1．The Beatles で
した。RINGO も東山湯も Beatles が好きで、
京大生にはなじみ深いですね。応募者 12 名
中 12 名の方が正解でした。図書カードの当
選者は、ハードラーさん、ケロニアさん、ぽ
ぽんたさん、フッフーさん、G3 さん（順不
同）です。おめでとうございます。�（�きもの ）


